
管理運営施設における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン別紙 

令和２年９月１９日 

（一部改訂）令和２年１２月１日 

（一部改訂）令和３年１２月１日 

   公益財団法人江東区文化コミュニティ財団 

 

ホール等における舞台上の感染防止策について 

 

当財団が管理運営する施設のうち、江東公会堂大ホール、江東公会堂小ホ

ール、江東区文化センターホール、豊洲シビックセンターホール、カメリア

ホール、深川江戸資料館小劇場において、「管理運営施設における新型コロナ

ウイルス感染拡大予防ガイドライン」(以下、「ガイドライン」という。)の 4

ページ（２）②に記載の「舞台表現上困難な場合」にマスクを着用せずに利

用する際の解釈を下記のとおり定めます。 

なお、この取扱いについては、令和３年１２月１日から適用することと

し、今後の感染拡大の動向や国、東京都及び江東区の方針変更に伴って適宜

改訂することとします。 

表中の数値はすべて最低限の距離 

（１）オーケストラ、吹奏楽等のコンサート 

① 指揮者と演奏者の距離：２．０ｍ以上 

② 演奏者間の距離 

 弦楽器、ピアノ 縦１．０ｍ以上 横１．０ｍ以上 

※ピアノ連弾の場合は感染予防の観点か 

ら正しいマスクの着用を推奨。また譜め

くり者が立ち会う場合も同様とする。 

トランペット、トロ

ンボーン等、呼気が

前方に広がる形状の

楽器 

縦１．５ｍ以上（２．０ｍ以上を推奨） 

横１．０ｍ以上 

上記以外の管楽器等

呼気を使用する楽器 

縦１．０ｍ以上  

横１．０ｍ以上 

オペラ・声楽 複数の歌手が出演する公演では、すべて

の歌手は最低でも１．０ｍ以上の距離を

保持し、近距離で向かい合うスタイル

や、激しい体の動きを伴ったり移動しな

がら歌ったりする演出は避ける。 

合唱 縦１．０ｍ以上の市松模様状 

同一方向を向き演奏途中で移動しない。 

※マスク着用の場合は前後１．０ｍ 

以上、左右０．５ｍ以上 

※管楽器の結露水は布、紙などに吸収させ、演奏者自らが廃棄する。 

 



（２）演歌、ポップス、歌謡ショー等歌が主になるコンサート 

① 複数の出演者がいる場合 

・共通のマイク使用不可。 

※事前にホールスタッフへご相談ください。 

・出演者間の距離をできるだけ確保する。 

② 楽器の生演奏が入る場合（マイクを使わない歌唱の場合） 

・（１）に準じて演奏者間の距離をできるだけ確保する。 

（３）楽器が主になるコンサート 

・（１）に準じて演奏者間の距離をできるだけ確保する。 

（４）バレエ、ダンス、日本舞踊 

・可能な限りソーシャルディスタンスを意識した演出とする。 

・出演者間の距離をできるだけ確保する。 

（５）演劇、ミュージカル 

・可能な限りソーシャルディスタンスを意識した演出とする。 

・出演者間の距離をできるだけ確保する。 

（６）講演会・上映会（コンサートのＭＣ含む） 

・出演者間の距離をできるだけ確保する。 

・出演者間で共通のマイク使用不可。 

※事前にホールスタッフへご相談ください。 

（７）芸能・演芸 

① 複数の出演者がいる場合 

  ・出演者間で共通のマイク使用不可。 

※ 高座でのマイク使用を除く。 

② 同時に複数の出演者が登場する場合 

  ・出演者間の距離をできるだけ確保する。 

（８）共通事項 

・ リハーサル時は原則として正しくマスクを着用する。 

・ 舞台上の演奏者の位置から客席最前列までの距離については、管楽

器の場合は２．０ｍ以上、オペラ、声楽、合唱等の場合は３．０ｍ

以上を推奨とする。また客席に降りるパフォーマンスや花束の受け

渡し（楽屋対応含む）等、出演者と観客との接触不可。 

・ 舞台以外の場所（舞台袖、楽屋、控室を含む）についてはガイドラ

インに沿って感染予防対策を実施。 

・ 舞台袖では手指の消毒をこまめに実施。 

・ リハーサルや公演当日に公演関係者が新型コロナウイルス陽性であ

ることが分かった場合は、すみやかに公演を中止または公演内容の

変更ができるように、責任者をあらかじめ決め、届け出ること。 

 


